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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成28年3月24日(2016.3.24)

【公開番号】特開2013-258690(P2013-258690A)
【公開日】平成25年12月26日(2013.12.26)
【年通号数】公開・登録公報2013-069
【出願番号】特願2013-105257(P2013-105257)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｌ  12/46     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  13/36     (2006.01)
   Ｂ６０Ｒ  16/02     (2006.01)
   Ｇ０５Ｂ  19/042    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｌ   12/46     １００Ｃ
   Ｇ０６Ｆ   13/36     ３２０Ａ
   Ｂ６０Ｒ   16/02     ６６０Ｂ
   Ｇ０５Ｂ   19/042    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成28年2月3日(2016.2.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１Ｆｌｅｘｒａｙバス（８０）を接続するための第１バスインタフェース（３１）と
、第２Ｆｌｅｘｒａｙバス（９０）を接続するための第２バスインタフェース（３２）と
、を備えるＦｌｅｘｒａｙゲートウェイであって、
　前記Ｆｌｅｘｒａｙゲートウェイ（３０）は、第１Ｆｌｅｘｒａｙバス（８０）を第２
Ｆｌｅｘｒａｙバス（９０）に結合し、前記第１及び前記第２Ｆｌｅｘｒａｙバス（９０
）間でバスメッセージ（６０，６１）を伝送するための結合手段（３３）を備え、
　前記Ｆｌｅｘｒａｙゲートウェイ（３０）は、Ｆｌｅｘｒａｙバス（８０，９０）の第
１チャネル型（Ａ）のバスメッセージ（６０，６１）を送受信するための第１チャネルイ
ンタフェース（４１）と、Ｆｌｅｘｒａｙバス（８０，９０）の第２チャネル型（Ｂ）の
バスメッセージ（６０，６１）を送受信するための第２チャネルインタフェース（４２）
と、を有するＦｌｅｘｒａｙコントローラ（４０）を備え、
　前記結合手段（３３）は、前記第１チャネル型（Ａ）のバスメッセージ（６０，６１）
を伝送するために設けられた前記第１バスインタフェース（３１）のチャネル接続部（３
１ａ）を、前記第１チャネル型（Ａ）のバスメッセージ（６０，６１）を伝送するために
同様に設けられた前記第２バスインタフェース（３２）のチャネル接続部（３２ａ）に結
合するように構成され、
　前記結合手段（３３）は、
　前記第２バスインタフェース（３２）で受信された前記第１チャネル型（Ａ）のバスメ
ッセージ（６０，６１）を前記第２チャネル型（Ｂ）のバスメッセージ（６０，６１）に
適合させ、それらを前記Ｆｌｅｘｒａｙコントローラ（４０）の前記第２チャネルインタ
フェース（４２）に中継する処理、及び、前記Ｆｌｅｘｒａｙコントローラ（４０）の前
記第２チャネルインタフェース（４２）を介して伝送される前記第２チャネル型（Ｂ）の
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バスメッセージ（６０，６１）を、前記第１チャネル型（Ａ）のバスメッセージ（６０，
６１）に適合させ、それらを前記第２バスインタフェース（３２）に中継する処理の少な
くとも一方を行うための少なくとも１つの適合モジュール（４３，４４）
　を備えること
　を特徴とするＦｌｅｘｒａｙゲートウェイ。
【請求項２】
　前記Ｆｌｅｘｒａｙコントローラ（４０）は、前記第１又は第２バスインタフェース（
３１，３２）で送出するためのシミュレーションバスメッセージ（６５，６６）を、前記
Ｆｌｅｘｒａｙゲートウェイ（１０）の送入インタフェース（４９）で提供されたデータ
（Ｓ４－Ｓ６）を用いて生成するように設計されていること
　を特徴とする請求項１記載のＦｌｅｘｒａｙゲートウェイ。
【請求項３】
　前記Ｆｌｅｘｒａｙコントローラ（４０）は、前記シミュレーションバスメッセージ（
６５，６６）を、その第２チャネルインタフェース（４２）で前記第２チャネル型（Ｂ）
バスメッセージとして出力するように設計され、前記少なくとも１つの適合モジュール（
４３，４４）は、前記シミュレーションバスメッセージ（６５，６６）を前記第１チャネ
ル型（Ａ）のバスメッセージに適合させるように設計されていること
　を特徴とする請求項２記載のＦｌｅｘｒａｙゲートウェイ。
【請求項４】
　前記結合手段（３３）が、前記第２バスインタフェース（３２）で前記第１Ｆｌｅｘｒ
ａｙバス（８０）によって受信されたバスメッセージ（６０，６１）を変更することなく
出力する処理、及び、前記第１バスインタフェース（３１）で前記第２Ｆｌｅｘｒａｙバ
ス（９０）によって受信されたバスメッセージ（６０，６１）を変更することなく出力す
る処理の少なくとも一方を行うバイパスモードと、
　前記結合手段（３３）が、前記Ｆｌｅｘｒａｙコントローラ（４０）によって使用可能
に生成されたシミュレーションバスメッセージ（６５，６６）を前記第１又は第２バスイ
ンタフェース（３１，３２）で出力するシミュレーションモードと
　の間で切り替えを行うための少なくとも１つの切替モジュール（５８，５９）を備える
こと
　を特徴とする請求項１～３のいずれか一項に記載のＦｌｅｘｒａｙゲートウェイ。
【請求項５】
　前記シミュレーションモードは、前記結合手段（３３）が、前記Ｆｌｅｘｒａｙゲート
ウェイ（３０）の前記バスインタフェース（３１，３２）のうちの一方で受信されるバス
メッセージ（６０，６１）の代わりに、前記Ｆｌｅｘｒａｙコントローラ（４０）によっ
て使用可能に生成されたシミュレーションバスメッセージ（６５，６６）を前記第１又は
第２バスインタフェース（３１，３２）で出力するモードであること
　を特徴とする請求項４記載のＦｌｅｘｒａｙゲートウェイ。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの切替モジュール（５８，５９）は、前記少なくとも１つの適合モ
ジュール（４３，４４）と前記第２バスインタフェース（３２）との間に位置すること
　を特徴とする請求項４又は５記載のＦｌｅｘｒａｙゲートウェイ。
【請求項７】
　前記送入インタフェース（４９）は、データ（Ｓ４－Ｓ６）を少なくとも１つのシミュ
レーションバスメッセージ（６５，６６）に利用可能に供することができるバッファ（５
３）を備え、前記データ（Ｓ４－Ｓ６）に割り当てられた制御情報（Ｃ４－Ｃ６）は、前
記バッファ（５３）に記憶可能であり、
　前記切替モジュール（５８，５９）が、前記バッファ（５３）内の前記データ（Ｓ４－
Ｓ６）から生成されたシミュレーションメッセージの中継を阻止する前記バイパスモード
と、前記少なくとも１つの切替モジュール（５８，５９）が、前記バッファ（５３）内の
前記データ（Ｓ４－Ｓ６）から生成されたシミュレーションメッセージ（６５）を中継す
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る前記シミュレーションモードと、の間で切り替えを行うための前記少なくとも１つの切
替モジュール（５８，５９）を選択する制御手段が設けられること
　を特徴とする請求項４～６のいずれか一項に記載のＦｌｅｘｒａｙゲートウェイ。
【請求項８】
　前記Ｆｌｅｘｒａｙコントローラ（４０）は、前記第１及び第２バスインタフェース（
３１，３２）間で伝送されるバスメッセージ（６０，６１）を出力するための監視インタ
フェース又は検査インタフェース（５０）を備えること
　を特徴とする請求項１～７のいずれか一項に記載のＦｌｅｘｒａｙゲートウェイ。
【請求項９】
　前記結合手段（３３）は、前記第１バスインタフェース（３１）で受信されたバスメッ
セージ（６０，６１）を前記第２バスインタフェース（３２）へと中継するが、前記第２
バスインタフェース（３２）で受信されたバスメッセージ（６０，６１）の前記第１バス
インタフェース（３１）への中継を阻止してフィードバックを回避する、又は、前記結合
手段（３３）は、前記第２バスインタフェース（３２）で受信されたバスメッセージ（６
０，６１）を前記第１バスインタフェース（３１）へと中継するが、前記第１バスインタ
フェース（３１）で受信されたバスメッセージ（６０，６１）の前記第２バスインタフェ
ース（３２）への中継を阻止してフィードバックを回避すること
　を特徴とする請求項１～８のいずれか一項に記載のＦｌｅｘｒａｙゲートウェイ。
【請求項１０】
　前記第１チャネル型（Ａ）は、Ｆｌｅｘｒａｙバス（８０，９０）のＡチャネル又はＢ
チャネルに対応することを特徴とする請求項１～９のいずれか一項に記載のＦｌｅｘｒａ
ｙゲートウェイ。
【請求項１１】
　前記少なくとも１つの適合モジュール（４３，４４）は、適合される前記バスメッセー
ジ（６０，６１）の検査情報（６４）を変更若しくは置換するために設けられていること
　を特徴とする請求項１～１０のいずれか一項に記載のＦｌｅｘｒａｙゲートウェイ。
【請求項１２】
　前記Ｆｌｅｘｒａｙコントローラ（４０）は、前記第１バスインタフェース（３１）を
前記第２バスインタフェース（３２）に時刻同期させるように設計されていること
　を特徴とする請求項１～１１のいずれか一項に記載のＦｌｅｘｒａｙゲートウェイ。
【請求項１３】
　前記Ｆｌｅｘｒａｙコントローラ（４０）は、バススタートアップ段階において、前記
第１バスインタフェース（３１）を前記第２バスインタフェース（３２）に時刻同期させ
るように設計されていること
　を特徴とする請求項１～１２のいずれか一項に記載のＦｌｅｘｒａｙゲートウェイ。
【請求項１４】
　前記第１及び第２Ｆｌｅｘｒａｙバス間での通信をシミュレーションすること、操作す
ること、及び、検査することの少なくとも一つを行うことが可能である検査ツール（１０
）の一部を形成すること
　を特徴とする請求項１～１３のいずれか一項に記載のＦｌｅｘｒａｙゲートウェイ。
【請求項１５】
　前記検査ツール（１０）は、自動車（７０）に対して設けられること
　を特徴とする請求項１４記載のＦｌｅｘｒａｙゲートウェイ。
【請求項１６】
　前記検査ツール（１０）は、他のバスメッセージ（６０，６１）に格納して前記第１バ
スインタフェース（３１）で受信されるデータを、前記第２バスインタフェース（３２）
に送信する処理、及び、他のバスメッセージ（６０，６１）に格納して前記第２バスイン
タフェース（３２）で受信されるデータを、前記第１バスインタフェース（３１）に送信
する処理の少なくとも一方を実行するためのシミュレーション手段を備えること
　を特徴とする請求項１４又は１５記載のＦｌｅｘｒａｙゲートウェイ。
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【請求項１７】
　前記検査ツール（１０）は、他のタイムスロットにおいて、他のバスメッセージ（６０
，６１）に格納して前記第１バスインタフェース（３１）で受信されるデータを、前記第
２バスインタフェース（３２）に送信する処理、及び、他のタイムスロットにおいて、他
のバスメッセージ（６０，６１）に格納して前記第２バスインタフェース（３２）で受信
されるデータを、前記第１バスインタフェース（３１）に送信する処理の少なくとも一方
を実行するためのシミュレーション手段を備えること
　を特徴とする請求項１４又は１５記載のＦｌｅｘｒａｙゲートウェイ。
【請求項１８】
　第１Ｆｌｅｘｒａｙバス（８０）を接続するための第１バスインタフェース（３１）と
、第２Ｆｌｅｘｒａｙバス（９０）を接続するための第２バスインタフェース（３２）と
、を備えるＦｌｅｘｒａｙゲートウェイ（３０）を操作する方法であって、
　前記第１チャネル型（Ａ）のバスメッセージ（６０，６１）を伝送するために設けられ
た前記第１バスインタフェース（３１）のチャネル接続部（３１ａ）を、同様に前記第１
チャネル型（Ａ）のバスメッセージ（６０，６１）を伝送するために設けられた前記第２
バスインタフェース（３２）のチャネル接続部に結合し、前記チャネル接続部間でバスメ
ッセージ（６０，６１）を伝送するステップ、
　Ｆｌｅｘｒａｙバス（８０，９０）の第１チャネル型（Ａ）のバスメッセージ（６０，
６１）を、Ｆｌｅｘｒａｙコントローラ（４０）の第１チャネルインタフェース（４１）
で送受信する手順、及び、Ｆｌｅｘｒａｙバス（８０，９０）の第２チャネル型（Ｂ）の
バスメッセージ（６０，６１）を、前記Ｆｌｅｘｒａｙコントローラ（４０）の第２チャ
ネルインタフェース（４２）で送受信する手順の少なくとも一方を含むステップ、並びに
、
　前記第２バスインタフェース（３２）で受信された前記第１チャネル型（Ａ）のバスメ
ッセージ（６０，６１）を、前記第２チャネル型（Ｂ）のバスメッセージ（６０，６１）
に適合させ、それらを前記Ｆｌｅｘｒａｙコントローラ（４０）の前記第２チャネルイン
タフェース（３２）に中継する手順、及び、前記Ｆｌｅｘｒａｙコントローラ（４０）の
前記第２チャネルインタフェース（４２）を介して送信された前記第２チャネル型（Ｂ）
のバスメッセージ（６０，６１）を前記第１チャネル型（Ａ）のバスメッセージ（６０，
６１）に適合させ、それらを少なくとも１つの適合モジュール（４３，４４）を用いて前
記第２バスインタフェース（３２）に中継する手順の少なくとも一方を含むステップを備
える方法。


	header
	written-amendment

